
教育対象者１年目１名、２年目１名、３年目３名にてH28年度が始動しました。 

今年度もクリニカルラダーに沿って研修や他部署実習、ケーススタディを通して技術や 

看護観、知識を身につけ看護師としてスキルアップ出来るようサポートしていきます。 

各部署において、指導やフォロー等ご協力頂くことが多々あるかと思いますがよろしく 

お願い致します。 

また、今年度の教育委員会広報誌のタイトルに使用している『共育』ですが、これは今年度

の教育委員の『みんなで育てる。共に育つ。』という方針に基づきつけました。この言葉は 

多様な立場や領域の人や組織が連携して教育を担うことを意味し、多職種で使用されて

いる造語です。 

現場で関わるスタッフ全体が教えることで共にステップアップしていけたらと思います。 

すでにアンケートが配布されていますが、7/16・29に 

輿石先生が画像診断の勉強会を行なって下さいます。 

全職員が対象であり、臨床の現場において必ず必要にな

る知識のため是非出席していただきたいと思います。 

今年度も他部署実習を行います。期間は7/10～8/20の平日５日間以内に 

なります。対象者はラダーレベルⅡの２・３年目です。 

今年度の実習先は手術室、外来診療、救急室、検査内視鏡、入院説明部門、退

院調整部門で、部署間の連携・協働を体感しチーム医療・継続看護の一端を理解

できるという目的から実習先を選んでもらいました。 

各病棟より実習に行くため、勤務調整等あると思いますがご理解・ご協力よろしく

お願い致します。 

また、受け入れ部署の方々には病棟では学べない技術を今後の看護に 

生かしていけるよう、各対象者が学習しますのでご指導よろしくお願い致します。 

前期は研修が多いですが、教育対象者の皆さんは 

ケース発表の後期にむけて多くの知識を得て下さい!! 

 

また、研修参加において各部署のご協力もいただき、ほぼ毎回教育

対象者が参加できているようです。ありがとうございました。 

今後とも宜しくお願いします。 
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部屋持ち患者に個別性のあるプランを立てる！ 

二年目になり、少しずつ患者様とのコミュニケーションを 

取りながら入院中の生活を見えるようになってきたと思います。 

そこで入院中だけではなく、いつどこに帰るのか、元のADLや

本人の希望や家族の思いを理解し、その人らしい生活が送れ

るよう退院後も継続できるような看護計画を立案 

整形外科病棟 澤田舞 

内科病棟 岸康孝 
患者さんに合った社会資源の提供を 

考え、退院調整が出来る。 

内科病棟 坂口佳宏 
患者さんの不安を取り除き、安心

して退院することが出来るように

個別性を重視した看護が行えるようになる！ 

他部署との連携を率先して行えるようになる！ 

外科混合病棟 横田昌一 
 
教育対象者を安心して卒業できるよう

になる。 

覚える事がたくさんあり、日々業務をこなすことで 

精一杯の事もありますが、分からないことはそのままに

せず、積極的に学習します！ 

外科・泌尿器科以外の疾患も多く学んで 

いきたいです。 

外科混合病棟  杉本克子 

今年度の目標を語ってもらいました☆ 


